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より豊かな未来に向け ISO認証を更新
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　聖徳学園は、平成15年11月に
日本の教育機関では初めて品質
管理システムのISO9001および
環境管理システムのISO14001、
両国際規格の認証を同時取得
しました。
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本
年
度
よ
り
大
学

院
の「
秋
学
期
入
学
」

が
ス
タ
ー
ト
し
、
秋
期

で
は
初
と
な
る
入
学

式
が
九
月
二
十
六
日

（
土
）、
香
順
メ
デ
ィ
ア

ホ
ー
ル
に
お
い
て
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

学
長
告
辞
、
来
賓
祝

辞
の
後
、
入
学
生
八
名

（
通
信
教
育
課
程
）
を

代
表
し
て
児
童
学
研

究
科
の
清
水
美
恵
さ

ん
が
力
強
く
宣
誓
を

行
い
、「
豊
か
な
学
識

を
養
う
べ
く
日
々
研

鑽
し
て
ま
い
り
ま
す
」

と
学
び
へ
の
意
気
込

み
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
十
一
時

か
ら
、
平
成
二
十
七
年

度
秋
期
聖
徳
大
学
大
学
院
学

位
記
授
与
式
、
聖
徳
大
学
卒
業

証
書
学
位
記
授
与
式
、
聖
徳
大

学
短
期
大
学
部
卒
業
証
書
学

位
記
授
与
式
が

川
並
香
順
記
念

講
堂
に
て
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
期
卒
業
・

修
了
し
た
の
は
、

大
学
院
七
名

（
う
ち
論
文
提

出
に
よ
る
博
士

の
学
位
取
得
者

一
名
）、
大
学

百
十
一
名
、短
大

二
十
六
名
、
計

百
四
十
四
名
。

川
並
弘
純
学
長

は
、
卒
業
は
終

わ
り
で
は
な
く

　

九
月
十
八
日（
金
）、
聖
徳
大

学
十
号
館
三
階
に「
松
戸
子
育

て
カ
レ
ッ
ジ
」が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

始
ま
り
で
あ
る
と
鼓
舞
激
励
し
、

「
身
体
と
心
の
両
方
の
健
康
を

保
ち
、
豊
か
な
人
生
を
送
っ
て

ほ
し
い
」と
は
な
む
け
の
言
葉

を
贈
り
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
は
、
学
生
食
堂
リ

リ
ブ
に
て
、
新
た
な
門
出
へ
の

祝
杯
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
松
戸
子
育
て
カ
レ
ッ
ジ
」は
、

地
域
を
志
向
し
た
教
育
、
研
究
、

社
会
貢
献
活
動
を
進
め
る
大
学

を
育
成
・
支
援
す
る
目
的
で
発

足
さ
れ
た
文
部
科
学
省
の「
地

（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
」（
大
学

Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
）に
聖
徳
大
学
短

期
大
学
部
が
採
択
さ
れ
た
取
り

組
み「
信
頼
と
共
感
で
つ
な
ぐ

“
ふ
る
さ
と
松
戸
”づ
く
り　
―　
多

主
体
間
協
働
で　
―
」の
一
環
で

す
。
地
域
の
子
育
て
支
援
の
拠

点
と
し
て
、
本
学
の
専
門
的
知

識
・
施
設
・
学
生
等
を
活
か
し
て
、

大
学
・
地
域
・
行
政
の
連
携
に
よ

り
松
戸
市
の
子
育
て
支
援
を
幅

広
く
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
親
子
の
交

流
促
進
、
子
育
て
情
報
の
提
供
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト

の
企
画
、
祖
父
母
世
代
や
子
育

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者
に
対

す
る「
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
講

座
」な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
短
期
大
学
部
保
育
科

二
年
生
と
教
員
の
運
営
に
よ
る

オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
、
最
初
は
緊
張
し
た
様
子
の

学
生
も
、
日
常
的
な
授
業
で
は

学
べ
な
い
受
付
や
案
内
な
ど
の

実
践
的
な
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
時

に
は「
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
」

と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
に
引
き
続
き
、

学
生
と
教
員
が
参
画
す
る「
お

や
こ
で“
ゆ
る
り
ん
”」が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の

雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
六
組

の
親
子
に
参
加
い
た
だ
き
、学
生

企
画
の
遊
び　
―　
わ
ら
べ
う
た
遊

び
、絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、学
生

が
創
作
し
た
人
形
劇
な
ど　
―　

を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
た
。
保

護
者
の
方
か
ら
は
、「
と
て
も
楽

し
か
っ
た
」「
家
で
親
子
一
緒
に

遊
ん
で
み
ま
す
」「
学
生
さ
ん
の

笑
顔
が
素
敵
で
し
た
」
な
ど
、

好
意
的
な
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
「
松
戸
子
育
て
カ
レ
ッ
ジ
」は
、

毎
週
金
曜
日（
十
時
三
十
分
～

十
二
時
三
十
分
）
を
中
心
に
、

松
戸
市
の
子
育
て
支
援
の
拠
点

と
し
て
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

「
松
戸
子
育
て
カ
レ
ッ
ジ
」

オ
ー
プ
ン！ 

セレモニー参加者全員で記念撮影

聖徳大学大学院入学式

保育者のたまごによる読み聞かせ 卒業証書学位記授与

大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
部

平
成
二
十
七
年
度 

秋
期
の
卒
業
式
・
入
学
式
を
挙
行

第
五
十
一
回 

聖 

徳 

祭

「
ひ
だ
ま
り 

～
一
歩
前
進
～
」

　

十
一
月
七
日（
土
）・八
日（
日
）、

第
五
十
一
回
聖
徳
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
の
テ
ー
マ
は

「
ひ
だ
ま
り
～
一
歩
前
進
～
」で

す
。
こ
の
テ
ー
マ
に
は
、
聖
徳

祭
が「
ひ
だ
ま
り
」の
よ
う
な
温

か
さ
に
あ
ふ
れ
、
世
代
を
問
わ

ず
多
く
の
来
場
者
が
集
ま
る
場

に
し
、
聖
徳
祭
参
加
者
・
来
場

者
一
人
ひ
と
り
が
温
か
い
心
を

持
っ
て
、
自
分
の
信
じ
る
未
来

へ
前
進
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
各
ク
ラ
ス
に
よ
る

授
業
の
研
究
成
果
発
表
や
、
野

外
ス
テ
ー
ジ
団
体
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
よ
り
学
内
に
音
楽
と

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
華
や
か
に
な

り
ま
し
た
。
地
元
食
材
を
使
用

し
た
千
葉
興
業
銀
行
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画「
千
産
千

商
」で
は
、
総
合
文
化
学
科
の

学
生
が「
ら
ー
麺
か
す
か
べ
」と

協
力
し
、「
と
く
か
べ
ラ
ー
メ

ン
」を
開
発
し
ま
し
た
。
松
戸

産
の
あ
じ
さ
い
ね
ぎ
、
矢
切
ね

ぎ
を
使
っ
た
ラ
ー
メ
ン
は
、
用

意
し
た
整
理
券
が
あ
っ
と
い
う

間
に
無
く
な
る
ほ
ど
の
大
盛
況

で
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
平
成
二
十
九

年
度
以
降
か
ら
着
用
す
る
新

フ
ォ
ー
マ
ル
ス
ー
ツ
お
披
露
目
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
女
性
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

雑
誌「
Ｒ
ａｙ
」と
コ
ラ
ボ
し
、
学

生
も
参
加
し
て
生
地
選
び
か
ら

デ
ザ
イ
ン
ま
で
新
調
し
た
ス
ー
ツ

は
、Ｒａｙ
専
属
モ
デ
ル
の
鹿
沼

憂
妃
さ
ん
が
、
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に

も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

学
友
会
本
部
企
画
と
し
て
、

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｎ
プ
ラ
ザ
で

実
施
し
た
開
会
式
や
、
卒
業
生

を
招
い
て
行
っ
た「
ハ
ッ
ピ
ー

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
」、
多
く
の

来
場
者
が
参
加
し
て
く
だ
さ
っ

た
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
も
大
好

評
で
し
た
。
な
か
で
も
一
日
目

に
行
わ
れ
た
中
夜
祭
で
は
、
今

年
度
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
ひ
だ

ま
り
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
部
活

動
の
発
表
や
抽
選
会
な
ど
が
行

わ
れ
、
参
加
者
は
と
て
も
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

新フォーマルスーツのお披露目

千産千商は今年も大人気

行列もできた
「とくかべラーメン」
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聖
徳
大
学
創
立
二
十
五
周
年
、

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
創
立

五
十
周
年
を
記
念
し
て
、
十
月

十
七
日（
土
）、
聖
徳
大
学
オ
ー

プ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー（
Ｓ
Ｏ
Ａ
）

の
秋
期
公
開
講
演
会
お
よ
び
演

奏
会
が
行
わ
れ
、
約
六
百
四
十

名
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。 　

第
一
部
の
講
演
で
は
、「“
和
”

の
こ
こ
ろ
、“
お
も
て
な
し
”の

こ
こ
ろ
」と
題
し
て
、
日
本
料

理
店「
つ
き
ぢ
田
村
」に
て
三
代

目
料
理
長
を
務
め
る
田
村
隆
先

生
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
ご
自
身
の
失
敗
談
を
織
り

交
ぜ
な
が
ら
、
家
庭
で
も
実
践

で
き
る
、い
つ
も
の
料

理
と
は
一
味
違
う
調

理
方
法
に
つ
い
て
講

演
い
た
だ
き
、
終
始

笑
い
の
絶
え
な
い
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、
音
楽

総
合
学
科
・
山
本
ま

り
子
先
生
の
案
内
の

も
と
、
音
楽
学
部
の

学
生
と
教
員
に
よ
る

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
。
指
揮

は
河
野
正
幸
先
生
、

打
楽
器
は
山
本
真
理

子
先
生
、
オ
ル
ガ
ン

指
導
で
は
岩
井
孝
信

先
生
に
も
協
力
い
た

だ
き
、
聖
徳
学
園
創

立
五
十
周
年
記
念
想

園
歌「
青
春
の
風
は

胸
に
鳴
る
」な
ど
、
美

し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
に

合
わ
せ
て
、
学
生
た

ち
の
透
き
通
る
歌
声

と
迫
力
あ
る
演
奏
が

ホ
ー
ル
全
体
に
響
き

渡
り
、
素
晴
ら
し
い

演
奏
会
と
な
り
ま
し

た
。

ミニコンサート

　

十
月
二
十
三
日（
金
）、「
第
三

回
学
内
合
同
企
業
就
職
説
明
会

in
聖
徳
大
学
」を
一
号
館
四
階

メ
デ
ィ
ア
ラ
ウ
ン
ジ
に
て
開
催

し
ま
し
た
。
早
期
に
就
職
内
定

を
獲
得
し
て
い
る
報
告
が
昨
年

度
よ
り
も
増
え
て
い
ま
す
が
、

大
手
・
準
大
手
を
中
心
に
厳
選

採
用
の
傾
向
は
変
わ
ら
ず
、企

業
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
学
生

に
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、ま

だ
採
用
活
動
を
行
っ
て
い
る
中

堅
・
中
小
企
業
に
目
を
向
け
て

今
後
の
就
職
活
動
を
行
っ
て
い

く
う
え
で
、企
業
と
学
生
の
出

会
い
を
一
つ
で
も
多
く
取
り
持

つ
べ
く
、合
同
説
明
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
ア
パ
レ
ル
、商
社
、小

売
業
な
ど
多
種
多
様
な
業
界
の

企
業
二
十
社
の
ブ
ー
ス
と
、相
談
ブ
ー
ス（
株

式
会
社
ベ
ネ
ッ
セ
ｉ
―

キ
ャ
リ
ア
、ま
つ
ど
新

卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）が
設
け
ら
れ
、参
加

し
た
大
学
四
年
生
・
短
期
大
学
部
二
年
生
は
熱

心
に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。ま
た
、企
業
の

方
か
ら
は
、真
面
目
で
素
直
な
学
生
が
多
い
と

の
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、就

職
内
定
獲
得
に

向
け
て
諦
め
ず

に
頑
張
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま

す
。

　

現
在
、キ
ャ
リ

ア
支
援
課
は
、ス

タ
ッ
フ
八
名
と

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー

タ
ー
一
名
の
体
制

の
も
と
、個
別
就

職
支
援
の
強
化

に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

田村隆先生

　

九
月
十
日（
木
）お
よ
び
十
月

十
日（
土
）、
人
間
栄
養
学
部
で

は
臨
地
実
習
Ⅲ
・
Ⅳ（
臨
床
栄
養

学
分
野
）の
報
告
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

人
間
栄
養
学
部
で
は
、
三
年

次
に
給
食
経
営
管
理
論
分
野
、

臨
床
栄
養
学
分
野
、
公
衆
栄
養

学
分
野
の
学
外
実
習
を
行
い
ま

す
。今
回
の「
臨
地
実
習
Ⅲ
・
Ⅳ
」

で
は
臨
床
栄
養
学
分
野
と
し
て
、

八
～
九
月
に
二
～
三
週
間
、
病

院
に
て
実
習
を
行
い
ま
す
。
報

告
会
に
は
、
実
習
を
終
え
た
三

年
生
と
、
こ
れ
か
ら
実
習
に
参

加
す
る
二
年
生
が
参
加
し
、
三

年
生
が
実
習
内
容
お
よ
び
実
習

で
学
ん
だ
こ
と
を
発
表
し
ま
し

た
。

　

学
生
は
、
管
理
栄
養
士
と
し

人
間
栄
養
学
部     

臨
地
実
習
報
告
会

聖
徳
大
学
オ
ー
プ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー（
Ｓ
Ｏ
Ａ
）

秋
期
公
開
講
演
会
・
演
奏
会
を
開
催

て
の
知
識
だ
け
で
な
く
、
栄
養

管
理
計
画
書
の
作
成
や
患
者
さ

ん
へ
の
情
報
の
伝
え
方
、
多
職

種
の
方
と
連
携
す
る
こ
と
の
重

要
性
な
ど
を
学
び
、
将
来
、
管

理
栄
養
士
に
な
る
た
め
の
意
識

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
発

表
し
ま
し
た
。
発
表
の
最
後
に

は
こ
れ
か
ら
実
習
に
行
く
後
輩

に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、

二
年
生
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。
質
疑
応
答
の
場
で

は
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
、
有

意
義
な
報
告
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
実
習
を
通
じ
、
学
生
は

今
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
活

動
の
場
で
生
か
し
、
さ
ら
に
幅

広
く
深
い
学
習
を
行
う
こ
と
が

で
き
、
ま
た
一
つ
大
き
く
成
長

し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。 

　

十
一
月
三
日
付
で
平
成
二
十
七
年
秋
の
叙
勲
受

章
者
が
発
表
さ
れ
、本
学
園
関
係
者
よ
り
下
記
の

先
生
が
受
章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。教
職
員
一
同
、

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

永冨 正之
先生

平
成
二
十
七
年 

秋
の
叙
勲
受
章
者

瑞
宝
中
綬
章
（
教
育
研
究
功
労
）

元 

聖
徳
大
学
大
学
院
音
楽
文
化
研
究
科
長
・

聖
徳
大
学
人
文
学
部
音
楽
文
化
学
科
長

　

九
月
六
日（
日
）か
ら
十
五
日

（
火
）に
か
け
て
行
わ
れ
た
今
年

の
心
理
学
科
海
外
研
修
旅
行
は
、

こ
れ
ま
で
と
は
一
味
違
う
も
の

で
し
た
。

　

出
発
前
の
事
前
研
修
で
は
、

心
理
学
科
の
三
つ
の
コ
ー
ス

（
臨
床
心
理
・
家
族
心
理
・
社
会

心
理
コ
ー
ス
）そ
れ
ぞ
れ
に
ち

な
ん
だ
研
修
と
な
る
よ
う
、
研

修
内
容
・
講
義
目
的
を
見
直
し
、

目
標
を
明
確
に
位
置
づ
け
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
し
た
。そ
の
上
で
、

事
前
学
習
と
発
表
会
を
行
い
、

そ
の
成
果
を
ま
と
め
ま
し
た
。出

来
上
が
っ
た
分
厚
い
研
修
ノ
ー

ト
を
ト
ラ
ン
ク
に
詰
め
て
、
三

年
生
四
十
九
名
が
ア
メ
リ
カ
西

海
岸
、サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
研
修
に
出
発

し
ま
し
た
。

　

最
初
の
研
修
地
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
は
、連
日
三
十
五
度
を
超

え
る
よ
う
な
猛
暑
で
し
た
。
先

輩
た
ち
か
ら
ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
が
必
需
品
と
言
わ
れ
た
ト
レ

ジ
ャ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
で
の
夜
景

観
光
も
半
袖
で
過
ご
せ
る
ほ
ど
。

や
は
り
今
年
の
海
外
研
修
は
、

い
つ
も
と
は
違
う
よ
う

で
し
た
。

　

今
年
の
研
修
で
は
、
姉

妹
校
ミ
ル
ズ
カ
レ
ッ
ジ
で

の
現
地
大
学
生
と
の
交
流

が
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

戸
惑
い
な
が
ら
も
、
米
国

大
学
の
専
攻
メ
ジ
ャ
ー
・

マ
イ
ナ
ー
制
度
や
、
自
分

た
ち
に
も
身
近
な
進
路

選
択
の
現
状
な
ど
を
聞

き
、
米
国
大
学
生
の
生
活

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
初
め
て
訪
問
し
た
青

少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
心

理
士
の
山
田
レ
イ
先
生

か
ら
米
国
の
児
童
福
祉
制
度
と

そ
の
現
状
に
つ
い
て
講
義
を
受

け
、
米
国
社
会
が
虐
待
や
非
行

か
ら
子
ど
も
た
ち
を
ど
う
支
え

て
い
る
の
か
、
深
く
関
心
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
、ミ
ル
ズ
カ
レ
ッ

ジ
の
社
会
心
理
学
教
授
デ

ィ
ー
ン
・
モ
リ
エ
先
生
の

講
義（
今
年
の
テ
ー
マ
は
、

「
福
島
被
爆
者
に
対
す
る

偏
見（
ス
テ
ィ
グ
マ
）」で

し
た
）や
、
家
族
療
法
発

祥
の
地
Ｍ
Ｒ
Ｉ（
精
神
研

究
所
）で
の
ボ
ー
デ
ィ
ン

博
士
の
家
族
療
法
に
つ
い

て
の
講
義
で
は
、
通
訳
を

通
し
て
の
授
業
に
焦
っ
て

し
ま
い
、
質
問
す
る
前
に

時
間
が
終
わ
っ
て
し
ま
う

一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
と
は
ひ
と
味

違
っ
た
パ
ワ
フ
ル
な
米
国

研
修
は
、
全
米
日
系
人
博

物
館
や
小
東
京
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
学
ん
だ
パ
イ
オ
ニ
ア
一

世
の
方
々
の
精
神
力
の
強
さ
、

そ
の
意
思
を
受
け
継
ぐ
日
系
人

た
ち
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

心
理
学
科
　
第
八
回
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
研
修
旅
行

ミルズカレッジでの学生との交流

ユニバーサルスタジオにて

報告会の様子

企業担当者の説明に聞き入る学生

学
内
合
同
企
業
就
職
説
明
会
を
開
催
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聖
徳
ラ
ー
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

学
び
と
キ
ャ
リ
ア
の
デ
ザ
イ
ン
マ
ッ
プ

作
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

本
学
と
八
潮
市
と
の
包
括
連

携
協
定
に
基
づ
い
た「
八
潮
こ

ど
も
夢
大
学
」の
第
Ⅱ
期
が
実

施
さ
れ
、
八
潮
市
の
児
童
が
、

学
生
と
し
て
二
度
に
わ
た
り
本

学
を
訪
れ
ま
し
た
。

～
・
～
・
～

　

十
月
十
日（
土
）の
一
回
目
は

児
童
二
十
四
名
が
参
加
。
児
童

学
部
児
童
学
科
に
よ
る
体
験
授

業
が
二
コ
マ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
コ
マ
目
は
櫻
井
茂
教
授
に

よ
る「
ス
ラ
イ
ム
を
作
ろ
う
」で
、

Ｐ
Ｖ
Ａ
洗
濯
の
り
・
ホ
ウ
砂
・

水
・
絵
の
具
を
使
っ
て
、ス
ラ
イ

ム
作
り
に
挑
戦
。
Ｐ
Ｖ
Ａ
な
ど

の
性
質
を
学
び
な
が
ら
、
出
来

上
が
っ
た
ス
ラ
イ
ム
の
独
特
な

感
触
を
楽
し
み
ま
し
た
。
櫻
井

教
授
よ
り
、「
ス
ラ
イ
ム
に
塩
や

酢
を
入
れ
る
と
そ
れ
ぞ
れ
ど
う

な
る
か
、
続
き
は
家
で
実
験
し

て
み
て
」と
、
楽
し
い「
宿
題
」

も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
コ
マ
目
は
篠
原
孝
子
教
授

に
よ
る「
ミ
ニ
絵
本
を
作
ろ
う
」。

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
間
近
と
い
う
こ

と
で
、
お
化
け
や
魔
女
を
題
材

に
し
た
物
語
を
考
え
、
絵
を
描

い
た
り
折
り
紙
を
切
り
貼
り
し

て
、
Ｂ
４
の
紙
一
枚
か
ら
小
さ

な
絵
本
を
作
り
ま
し
た
。
最
初

に
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
由
来
を
学

ん
だ
後
、
物
語
の
主
人
公
を
決

め
、「
起
承
転
結
」も
考
え
る
な

ど
本
格
的
で
す
。

　

四
十
分
と
い
う
短
時
間
の
授

業
の
た
め
、
絵
本
の
完
成
は
自

宅
へ
持
ち
越
し
と
な
り
ま
し
た

が
、
篠
原
教
授
の「
創
造
性
を

発
揮
す
る
」と
い
う
ね
ら
い
通

り
、
制
作
活
動
を
通
し
て
自
由

に
表
現
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
え

た
よ
う
で
す
。

～
・
～
・
～

　

十
一
月
十
四
日（
土
）の
二
回

目
の
参
加
児
童
は
二
十
名
。看
護

学
部
看
護
学
科
に
よ
る「
フ
ィ

ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
モ
デ
ル

を
用
い
た
体
験
授
業
」で
す
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は

榎
本
麻
里
教
授
か
ら
、
看
護
の

仕
事
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
後
、

聴
診
器
の
使
い
方
を
伝
授
。
続

い
て「
フ
ィ
ジ
コ
」と
い
う
人
体

モ
デ
ル
を
使
い
、教
員
に
よ
る
測

定
と
観
察
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
体
験
授
業

を
二
班
に
分
か
れ
て
実
施
し
ま

し
た
。

　

一
方
は
、「
フ
ィ
ジ
コ
の
体

験
」。
こ
の
時「
フ
ィ
ジ
コ
」は

「
ヤ
シ
オ
さ
ん
」と
改
名
さ
れ
、

児
童
た
ち
は
ヤ
シ
オ
さ
ん
と
会

話
し
な
が
ら
聴
診
器
で
診
察
。

最
初
聴
き
に
く
か
っ
た
音
も
、

教
員
の
指
導
で
コ
ツ
を
掴
み
、

聴
き
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

も
う
一
班
は
、「
ラ
ン
グ
」と

い
う
人
体
上
半
身
の
モ
デ
ル
を

用
い
て
心
肺
の
症
状
を
聴
診
器

で
聴
き
分
け
ま
す
。
ま
た
、
自

身
の
体
や
他
の
児
童
の
体
に
も

聴
診
器
を
当
て
て
、
真
剣
な
表

情
で
音
を
探
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、本
学
自
慢
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
室
へ
。
さ
ま
ざ
ま

な
病
状
を
発
し
て
会
話
も
で
き

る
ロ
ボ
ッ
ト
の
動
き
や
、バ
イ

タ
ル
デ
ー
タ
表
示
盤
を
見
学
し

な
が
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
久
米
美
代
子
看
護

学
部
長
か
ら
ま
と
め
が
行
わ

れ
、プ
ロ
グ
ラ
ム
は
終
了
し
ま

し
た
。

～
・
～
・
～

　

ど
の
体
験
も
熱
心
に
取
り
組

ん
だ
子
ど
も
た
ち
は
、
満
足
し

た
表
情
で
教
室
を
後
に
し
ま
し

た
。
ま
た
両
日
と
も
授
業
後
に

は
学
食
を
体
験
し
、キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
を
存
分
に
満
喫
で
き

た
よ
う
で
す
。

　

聖
徳
ラ
ー
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
、「
学
び

と
キ
ャ
リ
ア
の
デ
ザ
イ
ン
マ
ッ

プ
作
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」の

開
催
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

学
生
の
目
指
す
キ
ャ
リ
ア
に

必
要
と
さ
れ
る
能
力
と
、
自
分

自
身
が
こ
れ
ま
で
学

ん
で
き
た
こ
と
・
こ
れ

か
ら
学
ぶ
こ
と
を
付

箋
に
書
き
出
し
て
い

き
、
関
連
し
て
い
る
も

の
同
士
を
グ
ル
ー
プ

化
し
て
一
つ
の
マ
ッ
プ

を
作
り
上
げ
る
ワ
ー

ク
を
、
学
生
同
士
で
話

し
合
い
な
が
ら
進
め

ま
す
。こ
の
ワ
ー
ク
を

通
し
て
、
個
々
の
学

び
が
ど
の
よ
う
に
自

分
の
キ
ャ
リ
ア
に
役

立
つ
の
か
を
知
っ
た

り
、
目
指
す
キ
ャ
リ
ア
の
実
現

に
向
け
て
、
今
、
強
化
す
る
べ

き
力
は
何
か
を
見
つ
け
た
り
と
、

自
身
の
学
び
を
見
つ
め
直
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

八
月
二
十
一
日（
金
）に
は
、

学
生
モ
ニ
タ
ー
三
名
の
参
加
の

も
と
、
浅
岡
凜
講
師
に
よ
っ
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
試
行
的
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た

学
生
モ
ニ
タ
ー
か
ら
は「
何
気

な
く
受
け
て
い
る
授
業
も
未
来

に
繋
が
っ
て
い
る
と
気
づ
き
、

今
ま
で
自
分
が
や
っ
て
き
た
こ

と
も
意
味
が
あ
る
の
だ
と
感
じ

た
」「
身
に
つ
け
て
い
く
べ
き
力

を
改
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

た
」と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
今
後
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
さ
ら
に
改
良
し
、
本
格
的
に

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

学生が作成したデザインマップ

平
成
二
十
七
年
度 

第
Ⅱ
期

八
潮
こ
ど
も
夢
大
学
in
聖
徳
大
学

スライム作りの様子

「ヤシオさん」を診察 

研
究
所
リ
レ
ー
連
載

生
涯
学
習
研
究
所
長第

31
回

所
長
の
伝
言
板

　

平
成
二
十
六
年
九
月
よ
り
、

福
留
強
前
所
長
よ
り
引
き
継
ぎ
、

第
二
代
所
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
長
江
曜
子
で
す
。

　

聖
徳
大
学
生
涯
学
習
研
究
所

は
、全
国
に
先
駆
け
た
生
涯
学

習
研
究
機
関
と
し
て
、十
七
年

前
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

よ
り
、「
地
域
連
携
力
」を
高
め

る
た
め
に
、川
並
弘
純
学
長
を

ト
ッ
プ
に
、増
井
三
夫
副
学
長

を「
生
涯
学
習
社
会
貢
献
セ
ン

タ
ー
長
」と
し
て
、そ
の
下
に
聖

徳
大
学
オ
ー
プ
ン・ア
カ
デ
ミ
ー

（
Ｓ
Ｏ
Ａ
）と
生
涯
学
習
研
究
所

が
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
生
涯

に
わ
た
っ
て「
学
ぶ
力
」を
育
て
、

「
生
き
る
力
」を
強
化
し
、活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
に
、産
官
学

民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
と
研
究

を
深
め
る
た
め
の
場
が
、松
戸

駅
東
口
か
ら
歩
い
て
一
分
の
場

所
に
あ
る
聖
徳
大
学
十
号
館
、

生
涯
学
習
研
究
所
で
す
。

　

研
究
所
は
現
在
、三
つ
の
柱

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ

は
地
域
連
携
研
究
の
実
践
と
し

て
、「
ア
ー
ト
パ
ー
ク
」「
社
会
教

育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」「
ジ
ュ
ニ
ア
夢

カ
レ
ッ
ジ
」と
い
っ
た
各
種
イ
ベ

ン
ト
企
画
の
開
催
。
二
つ
目
は

少
子
高
齢
社
会
な
ど
に
関
す
る

各
種
テ
ー
マ
別
研
究
会
の
実
施
。

そ
し
て
三
つ
目
は
、生
涯
学
習

研
究
紀
要
の
発
行
で
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
進
め
る
た

め
に
、学
内
で
は
運
営
委
員
会
、

学
外
と
は
協
力
者
会
議（
仮
）と

い
う
か
た
ち
で
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
生
涯
学
習
研
究
所
に

御
協
力
、御
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

所長
長江 曜子

魅
力
的
な
企
画
と
研
究
、

花
ざ
か
り
！

　

恒
例
と
な
っ
た
語
学
教
育
セ

ン
タ
ー
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン・
パ
ー

テ
ィ
ー
は
、今
年
で
三
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
ぬ
っ
て
多
く
の
学
生
が
訪

れ
、カ
ボ
チ
ャ
の
く
り
抜
き
や

パ
ン
プ
キ
ン
パ
イ
を
楽
し
み
ま

し
た
。ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
は
、セ

ン
タ
ー
に
入
り
き
れ
な
い
ほ
ど

の
人
数
が
訪
れ
、
た
く
さ
ん
の

笑
い
声
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
仮

装
コ
ン
テ
ス
ト
と
カ
ボ
チ
ャ
コ

ン
テ
ス
ト
は
、パ
ー
テ
ィ
ー
後

一
週
間
ほ
ど
写
真
を
張
り
出
し
、

学
生
の
投
票
で
決
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
今
ま

で
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
人
た
ち
が
、

パ
ー
テ
ィ
ー
や
コ
ン
テ
ス
ト
の

投
票
を
き
っ
か
け
に
セ
ン
タ
ー

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
活

用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
楽

し
く
」英
語
を
勉
強
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、セ
ン
タ
ー
の
教
員

自
身
が
楽
し
ん
で
パ
ー
テ
ィ
ー

に
参
加
す
る
こ
と
が
何
よ
り
大

切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
西
洋
文
化
だ
け
で
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
に
も
目

を
向
け
、
幅
広
い
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
・
パ
ー
テ
ィ

カボチャを手に

聖徳大学言語文化研究所主催公開講演会

かなの美への誘い－古筆を楽しむために－

　中国・朝鮮半島を経て日本に伝えられた文字、「漢字」。日本人は、
その漢字を日本の言葉に当てて、一字一音の表音文字として表記す
るようになりました。時を経て、文字の形はもとの形からは想像が
つかない程に省略されたスタイルになり、「かな」は生まれたのです。
　今回は、「かな」が生まれてきた歴史を辿ると共に11～12世紀に
生まれた古筆の名品を通して、「かな」の基礎知識や用語など、鑑賞
の手引きとなるお話をしたいと思います。古筆の名品を鑑賞し楽
しみたい、臨書して学びたいという方々の一助になれば幸いです。

講演者 岩井  秀樹
 聖徳大学文学部文学科
 教授

お問い合わせ：聖徳大学言語文化研究所（知財戦略課） 
http://www.seitoku.ac.jp/chizai/event/ 
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（
注
）	公
開
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、

掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

よ
り
お
振
込
み
さ
れ
た
方
は
、
匿
名
の
取
り
扱
い

に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
芳
名
の
掲
載

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
手
数
で
す
が
創
立
八
十

周
年
記
念
事
業
募
金
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
七
年
九
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

の
ご
寄
付
分
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

■ご寄付のお申し込みについて　お電話またはメールで、ご住所とお名前をお知らせください。募金係より募金趣意書、払込用紙をお送りいたします。

■お問い合わせ先　東京聖徳学園創立80周年記念事業募金係　　TEL． 047-365-1111（代）
  メールアドレス　bokin@seitoku. ac. jp

●
取
引
業
者
関
係

五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

二
五
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン
ナ
ー
オ
ブ
ジ
ャ
パ
ン

　

代
表
取
締
役　

荷
口　

優　

様
 

（
一
、七
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
研
優
社

　

代
表
取
締
役　

高
尾　

精
治　

様

三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
ク
レ
イ
グ
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

　

代
表
取
締
役　

小
河　

光
生　

様

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
小
川
防
災

　

代
表
取
締
役　

小
川　

一　

様

株
式
会
社
志
賀
高
原
一
望
閣

　

代
表
取
締
役　

一
山　

和
夫　

様

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
シ
ッ
プ
ス

　

代
表
取
締
役　

佐
々
木　

裕
之　

様

東
通
産
業
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

大
賀　

昭
雄　

様

有
限
会
社
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

　

代
表
取
締
役　

太
田　

正
則　

様

五
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
紀
伊
國
屋
書
店

　

代
表
取
締
役
社
長　

高
井　

昌
史　

様

株
式
会
社
ベ
イ
・
サ
イ
ド
・
ウ
ィ
ン
ズ

　

代
表
取
締
役　

税
所　

克
己　

様

二
〇
、〇
〇
〇
円

花
喜
園

　

代
表　

花
木　

常
明　

様

	

（
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
エ
コ
マ
ッ
ク
ス

　

代
表
取
締
役　

髙
橋　

栄
二　

様

 

（
一
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
大
学
後
援
会
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

田
代　

和
子	

様（
六
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

『
東
京
聖
徳
学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
募
金
』

 
寄
付
者
芳
名
一
覧  

平
成
二
十
七
年
九
月
〜
十
月
ご
寄
付
分

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

募
金
だ
よ
り

　

東
京
聖
徳
学
園
へ
の
ご
寄
付

は
、
特
定
公
益
増
進
法
人
に
対

す
る
寄
付
と
し
て
所
得
税
法
上

の
優
遇
措
置（
寄
付
金
控
除
）を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
個

人
の
方
で
年
間
の
寄
付
が
二
千

円
を
超
え
る
場
合
は
、
超
え
た

金
額
が
そ
の
年
の
課
税
所
得
金

額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

千
葉
県
、
東
京
都
、
茨
城
県
に

お
住
ま
い
の
方
は
、
条
例
に
て

聖
徳
学
園
へ
の
ご
寄
付
が
個
人

住
民
税
の
控
除
の
対
象
と
し
て

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら

の
優
遇
措
置
も
確
定
申
告
の
際

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　

具
体
的
に
は
、
毎
年
二
月
か

ら
行
わ
れ
る
確
定
申
告
で
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
勤

務
先
な
ど
で
実
施
さ
れ
る
年
末

調
整
で
は
、
寄
付
金
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
の
際
に
は
申
請
書

類
と
あ
わ
せ
、二
つ
の
書
類（
寄

付
金
領
収
書
と
特
定
公
益
増
進

法
人
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
）

の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ご
寄
付
後
に
郵
便
に
て
お
送
り

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
手
元

に
届
き
ま
し
た
ら
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
電
子

申
請（e-tax

）で
の
手
続
き
で

は
、
申
請
事
項
の
入
力
項
目
に

寄
付
の
欄
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
「
募
金
だ
よ
り
」で
は
、
今
後

も
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
を
活
用

し
た
事
業
の
内
容
や
寄
付
に
関

す
る
情
報
を
発
信
し
て
参
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

五
〇
、〇
〇
〇
円

　

岡
田　

博
作	

様（
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
〇
、〇
〇
〇
円

　

大
木　

敏
行	

様（
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

髙
橋　

邦
治	

様

二
〇
、〇
〇
〇
円

　

浦
田　

幸
利	

様（
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

和
泉
田　

広
己	

様（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

小
野
寺　

尚
敏	

様	

酒
井　

勉	

様

　

菅　

信
喜	

様	

菅
原　

幹
成	

様

　

久
徳　

一
英	

様	

三
上　

直
人	

様

●
香
和
会
関
係

一
五
、〇
〇
〇
円

　

中
川　

庸
子	
様（
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

五
、〇
〇
〇
円

　

中
川　

麻
衣
子	

様

●
聖
和
会
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

松
原　

昭	

様（
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

五
、〇
〇
〇
円

　

西
川　

豊
子	

様（
二
五
、〇
〇
〇
円
）

●
附
属
中
高
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

大
野　

竜
昭	

様（
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
〇
、〇
〇
〇
円

　

渡
邉　

剛
弘	

様

二
〇
、〇
〇
〇
円

　

横
川　

武
久	

様（
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

二
宮　

龍
一
郎	

様	

野
口　

洋	

様

五
、〇
〇
〇
円

　

坂
口　

泉	

様（
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
爽
和
会
関
係

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

麻
生　

幸
乃	

様	

髙
橋　

旺
子	

様

　

髙
橋　

依
子	

様	

田
村　

麻
衣	

様

　

土
方　

茜	

様

五
、〇
〇
〇
円

　

澤
田　

明
日
香	

様

　

角
田　

悦
子	

様（
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
附
属
幼
稚
園
関
係

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

眞
志
喜　

健	

様	

蒲
池　

邦
奏	

様	

●
教
職
員
関
係

七
五
〇
、〇
〇
〇
円

　

山
口　

冨
彌　
様（
一
、五
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

三
枝　

千
代
子	

様（
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

杉
本　

幸
子	

様

　

中
野　

沙
惠	

様（
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

五
〇
、〇
〇
〇
円

　

増
井　

三
夫	

様（
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
〇
、〇
〇
〇
円

　

奥
村　

貞
子	

様（
一
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

末
崎　

徹	

様

　

松
山　

武
士	

様（
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

幸
田　

和
也	

様

　

鳥
居　

留
美
子	

様（
一
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

茂
手
木　

潔
子	

様（
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

五
、〇
〇
〇
円

　

川
田　

雅
朗	

様

（
四
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

	
匿
名
希
望
者
合
計

※（　

）内
は
累
計
額

　

合
計　

九
四
件

四
、七
七
〇
、〇
〇
〇
円

　

累
計　

二
、一
九
二
件

五
二
六
、五
八
一
、八
四
一
円

ご
存
知
で
す
か
？

税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す

　

今
年
度
の
支
部
総
会
・
保
護

者
会
が
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
各

地
で
開
催
さ
れ
、
大
学
お
よ
び

短
期
大
学
部
の
保
護
者
の
方
に

多
数
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

後
援
会
支
部
総
会
お
よ
び
保

護
者
会
は
、北
海
道
か
ら
九
州
・

沖
縄
ま
で
全
国
十
一
支
部
で
毎

年
行
わ
れ
ま
す
。プ
ロ
グ
ラ
ム

前
半
の
支
部
総
会
で
は
、
卒
業

生
に
よ
る
学
生
生
活
や
就
職
に

つ
い
て
の
体
験
発
表
を
行
い
、

後
半
の
保
護
者
会
で
は
教
員
と

の
個
別
面
談
の
時
間
を
設
け
て

い
ま
す
。

　

体
験
発
表
は
、
卒
業
生
か
ら

の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
と
あ
っ
て
、
毎
年
多
く
の
反

響
を
い
た
だ
い
て
い
る
企
画
で

　

松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
の
聖
徳
祭

は
、毎
年
十
一
月
上
旬
の
土
曜
・

日
曜
に
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
前

日
で
あ
る
金
曜
日
は
準
備
日
と

し
て
す
べ
て
の
授
業
を
休
講
と

し
、キ
ャ
ン
パ
ス
は
忙
し
く
動

き
ま
わ
る
学
生
た
ち
の
姿
で
溢

れ
ま
す
。

　

松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
心
に

は
、
流
政
之
先
生
の
手
に
よ
る

す
。今
回
は
、九
月
か
ら
十
一
月

に
か
け
て
行
わ
れ
た
四
つ
の
支

部
総
会
・
保
護
者
会
の
中
か
ら
、

二
名
の
卒
業
生
の
発
表
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

中
山
詩
史
さ
ん（
東
北（
南
）

支
部
、
平
成
二
十
七
年
三
月
・

児
童
学
科
幼
稚
園
教
員
養
成

コ
ー
ス
卒
業
）は
公
立
保
育
士

試
験
に
合
格
し
、
現
在
故
郷
の

山
形
県
で
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
山
さ
ん
に
は
、
大
学
の
公
務

員
試
験
対
策
講
座
や
児
童
学
科

「PA
CH

I PA
CH

I

」と
い
う
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
鎮
座
し
、
ど
っ

し
り
と
そ
の
存
在
を
主
張
し
て

い
ま
す
。
線
香
花
火
の
は
じ
け

る
様
子
を
表
現
し
た
こ
の
作
品

は
、
数
多
く
の
芸
術
作
品
を
擁

す
る
聖
徳
学
園
に
お
い
て
も
ひ

と
き
わ
目
を
引
き
、シ
ン
ボ
ル

と
し
て
多
く
の
在
学
生
、
卒
業

生
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
教
員
有
志
に
よ
る
公
立
保
育

士
受
験
講
座
へ
参
加
し
た
こ
と
、

公
務
員
試
験
を
受
け
る
友
人
と

図
書
館
会
議
室
を
借
り
て
勉
強

会
を
開
い
た
こ
と
な
ど
、
難
関

で
あ
る
公
立
保
育
士
を
目
指
す

に
あ
た
っ
て
具
体
的
に
ど
う
対

策
し
、
勉
強
を
重
ね
て
い
っ
た

か
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
四
年
間
、
学
生
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
し
て
き
た

経
験
が
今
に
繋
が
っ
て
い
る
と

も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
澤
奈
生
子
さ
ん（
東
北（
北
）

支
部
、
平
成
二
十
七
年
三
月
・

人
文
学
部
心
理
学
科
卒
業
）は

現
在
、
青
森
県
信
用
組
合
に
お

勤
め
で
す
。
高
校
ま
で
は
人
前

で
話
す
こ
と
が
苦
手
だ
っ
た
自

分
が
、
寮
生
活
や
サ
ー
ク
ル
の

部
長
を
務
め
た
経
験
な
ど
を
通

し
て
成
長
で
き
た
こ
と
、キ
ャ
リ

ア
支
援
課
を
フ
ル
活
用
し
て
現

　

学
校
は
、
ま
る
で
生
き
物
の

よ
う
だ
と
感
じ
る
時
が
あ
り
ま

す
。
人
間
の
細
胞
は
約
六
十
兆

個
あ
り
、
数
年
で
す
べ
て
の
細

胞
が
代
謝
を
終
え
て
入
れ
替
わ

り
ま
す
が
、
そ
の
人
が
ま
っ
た

く
の
別
人
に
な
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
学
校
も
ま
た
、一
定

の
周
期
で
学
生
た
ち
が
入
れ
替

わ
り
、
そ
の
場
を
構
成
す
る
人

間
は
数
年
で
ま
っ
た
く
変
わ
っ

て
し
ま
う
の
に
、
学
校
と
い
う

場
は
い
つ
で
も
私
た
ち
を
迎
え

入
れ
て
く
れ
る
心
の
拠
り
所
と

し
て
、
い
つ
ま
で
も
存
在
し
続

在
の
就
職
先
へ
の
内
定
を
勝
ち

取
っ
た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。と
り
わ

け
、
内
定
が
な
か
な
か
も
ら
え

ず
焦
っ
た
時
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

方
法
、
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
具
体
的
な
活
用
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
、
多
く
の
就
活
生
が

抱
え
る
悩
み
と
あ
っ
て
か
、
保

護
者
の
方
が
熱
心
に
聞
き
入
る

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
が
、
こ
の
後
援
会

支
部
総
会
・
保
護
者
会
を
通
じ

て
ご
息
女
の
進
路
を
見
つ
め
直

し
、
よ
り
よ
い
結
果
に
向
け
て

力
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

け
て
い
ま
す
。

　

聖
徳
祭
当
日
、
賑
や
か
な

人
通
り
の
な
か
で
、「PA

C
H

I 
PA

CH
I

」は
変
わ
ら
ず
そ
こ
に

屹
立
し
、
い
つ
も
の
よ
う
に
学

生
た
ち
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

千
産
千
商
の
お
い
し
い
ラ
ー
メ

ン
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
い
つ

も
と
違
っ
た
表
情
を
見
せ
る
松

戸
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
で
、
そ
れ

で
も
変
わ
ら
ぬ
風
景
が
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
思
い
を
馳
せ
る
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

（
総
務
課
広
報
渉
外
グ
ル
ー
プ

／
板
倉　

拓
）

後
援
会
支
部
総
会
・
保
護
者
会

活
動
報
告

SEITOKU COLUMN

セ
イ
ト
ク
コ
ラ
ム

変
わ
ら
ぬ
風
景
が
そ
こ
に
あ
る

中山詩史さん聖徳祭前日の「PACHI PACHI」

聖徳祭当日の「PACHI PACHI」 石澤奈生子さん
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附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学

校
の
第
三
十
三
回
聖
徳
祭
が
、

九
月
二
十
六
日（
土
）、
二
十
七

日（
日
）に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
聖
徳
祭
の
テ
ー
マ
は
、

｢Shining Sm
ile

～
笑
顔
の
理

由
が
こ
こ
に
あ
る
～｣

で

す
。Shining

に
は｢

輝
か

し
い｣

と
い
う
意
味
だ
け

で
な
く｢

目
立
つ
・
優
れ

た｣

と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。
お
客
さ
ま
に
は
輝

か
し
い
聖
徳
生
の
学
習
発

表
を
は
じ
め
、
演
技
・
演

奏
等
を
見
て
笑
顔
に
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

こ
と
、
そ
し
て
聖
徳
生
に

は
各
団
体
や
ク
ラ
ス
が
協

力
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
笑
顔

で
発
表
し
よ
う
と
い
う
思

い
を
込
め
ま
し
た
。

　

十
月
十
一
日（
日
）、
本
年
度

の
体
育
祭
は
あ
い
に
く
の
雨
と

な
っ
て
し
ま
い
、
体
育
館
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
の
実
施

は
二
〇
〇
五
年
度
以

来
、
ち
ょ
う
ど
十
年

ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

前
日
の
予
行
で
は
開

会
式
後
、
選
手
種
目

の
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル

競
走
、一
〇
〇
〇
メ
ー

ト
ル
競
走
、
色
別
対

抗
リ
レ
ー
を
正
式
な

形
で
実
施
し
、
翌
日

の
得
点
に
加
え
て
い

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

急
な
変
更
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

生
徒
の
取
り
組
み
は
真
剣
そ
の

も
の
。
教
員
も
緊
張
感
を
も
っ

て
運
営
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
の
実
施
で
は
あ
る

も
の
の
、
次
々
と
学
年
種
目
や

ダ
ン
ス
発
表
が
行
な
わ
れ
、
体

　

初
日
は
、
中
学
生
英
語
劇
コ

ン
テ
ス
ト
と
普
通
科
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
を
行
い
、
在
校
生
と
保

護
者
に
公
開
し
、
二
日
目
は
多

く
の
一
般
の
方
々
が
来
場
さ
れ

ま
し
た
。
二
日
間
の
総
動
員
数

は
三
千
六
百
三
十
七
名
、
昨
年

度
比
一
〇
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
盛

り
上
が
っ
た
今
年
の
聖
徳
祭
。

高
校
三
年
生
の
企
画
で
あ
る
グ

ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
迫

力
の
あ
る
学
年
合
唱
を
披
露
し

ま
し
た
。
皆
の
心
が
一
つ
に
な

り
、
印
象
に
残
る
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　

思
い
出
に
残
る
聖
徳
祭
を
行

え
た
こ
と
は
、
生
徒
個
人
の
力

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

聖
徳
祭
実
行
委
員
の

生
徒
、
後
援
会
評
議
委

員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
保
護
者
の
皆
さ
ま
、

さ
ら
に
生
徒
と
と
も

に
展
示
会
場
作
成
・
準

備
に
携
わ
っ
た
教
職

員
な
ど
多
く
の
人
々

の
力
が
結
集
し
た
成

果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
聖
徳
祭
に
参

加
し
た
一
人
ひ
と
り

の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
二

日
間
に
な
り
ま
し
た
。

育
祭
は
大
き
な
盛
り
上
が
り
と

と
も
に
進
行
し
ま
し
た
。
保
護

者
の
参
観
も
大
変
多
く
、
大
き

な
拍
手
も
生

徒
た
ち
の
励

み
に
な
り
ま

し
た
。

　

体
育
祭
を

十
月
開
催
に

戻
し
て
四
回

目
と
な
る
今

年
、
久
し
ぶ

り
の
体
育
館

開
催
は
い
ろ

い
ろ
な
場
面

で
準
備
不
足

や
混
乱
も
あ

り
ま
し
た
が
、
全
生
徒
・
全
教

職
員
が
一
つ
に
な
り
大
き
な
行

事
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
結
果
は
紅
組
の
優
勝
、
応

援
合
戦
が
青
組
勝
利
と
大
き
な

タ
イ
ト
ル
は
分
け
合
う
形
と
な

り
ま
し
た
。

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

第
三
十
三
回
聖
徳
祭
を
終
え
て

平
成
二
十
七
年
度
体
育
祭
を
終
え
て

詳細は聖徳大学 HP にて掲載しています。
URLhttp://www4.hp-ez.com/hp/seitokuriku/page6

　

十
一
月
三
日（
火
・
祝
）、
幼

児
教
育
専
門
学
校
で
は
、
聖
徳

学
園
三
田
幼
稚
園
と
の
合
同
行

事
で
あ
る「
聖
徳
に
こ
に
こ
ま

つ
り
」を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

前
日
か
ら
一
年
生
が
主
体
と

な
っ
て
準
備
が
進
め
ら
れ
、
学

生
役
員
を
中
心
と
し
て
校
内
の

装
飾
や
発
表
の
準
備
を
進
め
ま

し
た
。
学
生
同
士
が
連
携
し
な

が
ら
速
や
か
に
準
備
が
行
わ
れ
、

普
段
の
学
校
生
活
で
培
わ
れ
た

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
、
子

ど
も
た
ち
が
喜
ぶ
素
敵
な
装
飾

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。 

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
昨

年
度
の
来
場
者
数
を
大
き
く
上

回
る
千
六
百
三
十
六
名
の
方
に

ご
来
場
い
た
だ
き
、
大
盛
況
の

中
で
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の「
聖
徳
に
こ
に
こ

ま
つ
り
」を
通
し
て
、
学
生
た

ち
は
授
業
だ
け
で
は
学
ぶ
こ
と

が
で
き
な
い
貴
重
な
経
験
を
積

む
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
い

ま
す
。

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

文
化
祭
開
催

（
聖
徳
に
こ
に
こ
ま
つ
り
）

　

全
日
本
大
学
女
子
駅
伝
対
校

選
手
権
大
会
の
地
区
予
選
を
兼

ね
た
、第
二
十
一
回
関
東
大
学

女
子
駅
伝
対
校
選
手
権
が
九
月

二
十
七
日（
日
）、印
西
市
の
千

葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
周
回
コ
ー
ス

（
六
区
間
、30.6
キ
ロ
）で
行
わ
れ
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

関
係
者
の
方
々
に
壮
行
会
を

し
て
い
た
だ
き
、十
二
位
以
内

の
目
標
を
掲
げ
て
決
意
を
も
っ

て
挑
み
ま
し
た
が
、総
合
順
位

は
昨
年
と
同
じ
十
七
位
と
、芳

し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、六
選
手
中
、一
年

生
三
選
手
が
メ
ン
バ
ー
入
り
し
、

今
後
に
繋
が
る
収
穫
あ
る
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

目
標
達
成
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、捲
土
重
来
を
期
し
、

今
後
も
全
日
本
出
場
を
目
標
に 

日
々
精
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

相
変
わ
り
ま
せ
ぬ
ご
支
援
、ご

協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

文
末
な
が
ら
、当
日
は
雨
の

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
方

に
ご
足
労
い
た
だ
き
、選
手
一

人
ひ
と
り
に
熱
い
ご
声
援
を
い

た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

監
督
の
部
屋

聖
徳
大
学
陸
上
競
技
部

⑭

第
二
十
一
回 

関
東
大
学
女
子
駅
伝  

第
17
位

1区

前日実施の入場行進

2区 3区 4区 5区 6区

　

講
師
の
横
田
正
子
先
生
、佐

藤
寿
子
先
生
は
本
校
卒
業
生

（
五
期
生
）
で
、
こ
の
講
座
を

十
四
年
間
も
続
け
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
周
知
さ
れ
、楽
し
み

に
お
待
ち
い
た
だ
い
て
い
る
方

も
多
い
、大
盛
況
の
企
画
で
す
。

今
年
は
さ
ら
に
、爽
和
会
室
で

同
窓
会
写
真
展
示
、
授
乳
・
オ

ム
ツ
換
え
コ
ー
ナ
ー
、手
づ
く

り
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
販
売
も

行
い
ま
し
た
。

　

爽
和
会
室
は
、卒
業
生
が
母

校
に
遊
び
に
来
た
と
き
に
集

え
る
場
所
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
の
も
と
、食
堂
前
一
階
の
教

室
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
写

真
展
示
は
今
年
の
八
月
に
行

わ
れ
た
七
期
生
～
九
期
生
合

同
同
窓
会
の
写
真
を
中
心
に
、

先
生
方
の
写
真
を
展
示
し
ま

し
た
。
手
づ
く
り
ア
ク
セ
サ
リ

ー
は
、ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
の
チ

ャ
ー
ム
、イ
ヤ
ホ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
、

レ
ジ
ン
の
チ
ャ
ー
ム
を
販
売

し
ま
し
た
。
お
客
様
か
ら
は

「
販
売
さ
れ
て
い
る
も
の
を
自

分
も
制
作
し
た
い
」と
の
声
も

あ
り
ま
し
た
。

　

爽
和
会
の
活
動
も
少
し
ず

つ
活
発
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
よ
り
充
実
し
た
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
、さ
ま
ざ
ま

な
企
画
を
催
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

九
月
二
十
七
日（
日
）に
行

わ
れ
た
附
属
女
子
中
学
校
・
高

等
学
校
聖
徳
祭
に
て
、爽
和
会

活
動
と
し
て
、恒
例
の
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・
押
し
花
体

験
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

附
属
女
子
中
高
同
窓
会

爽
和
会
だ
よ
り

手
づ
く
り
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
販
売
！

　
「
児
童
文
化
Ⅱ
」の
授
業
成
果

を
発
表
す
る
人
形
劇
・
紙
芝
居

コ
ー
ナ
ー
、「
児
童
文
化
Ⅲ
」の

授
業
で
製
作
し
た
作
品
を
展
示

す
る
コ
ー
ナ
ー
を
あ
わ
せ
て

「
児
童
文
化
研
究
発
表
会
」と
し

て
開
催
し
、授
業
で
得
た
知
識

や
技
術
を
子
ど
も
た
ち
に
披
露

し
ま
し
た
。
多
く
の
子
ど
も
た

ち
の
前
で
発
表
す
る
と
あ
っ
て
、

学
生
は
少
し
緊
張
し
た
面
持
ち

で
し
た
が
、普
段
で
き
な
い
経

験
を
通
し
て
成
長
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、別
会
場
の
あ
そ
び
コ
ー

ナ
ー
で
は
、輪
投
げ
や
玉
入
れ

な
ど
、学
生
が
企
画
を
考
案
し

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
当

日
、子
ど
も
た
ち
と
笑
顔
で
接

す
る
学
生
の
姿
は
と
て
も
頼
も

し
く
、入
学
し
て
か
ら
半
年
し

か
経
っ
て
い
な
い
と
は
信
じ
ら

れ
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

■ 

三
階 

■

児
童
文
化
研
究
発
表
会
・

あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー 

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
」で
は
、文
化
祭
に
来
場
さ
れ

た
卒
業
生
の
皆
さ
ん
を
迎
え
、

近
況
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
現

役
の
幼
児
教
育
者
・
保
育
者
と

し
て
、ま
た
母
親
と
し
て
の
活

躍
を
お
話
し
い
た
だ
き
、本
校

で
学
ん
だ
こ
と
が
活
か
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
」で
は
、外
部
の
学
校
説
明
会

な
ど
で
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
っ
た

高
校
生
の
皆
さ
ん
や
社
会
人
の

方
々
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
専
門
学
校
の
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
を
感
じ
て

い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

■ 

四
階 

■

ハ
ッ
ピ
ー
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
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九
月
十
九
日（
土
）・
二
十
日

（
日
）、「
百
花
繚
乱
～
咲
き
誇
れ
、

私
た
ち
の
青
春
～
」の
テ
ー
マ

の
も
と
、
第
三
十
三
回
聖
徳
祭

が
開
催
さ
れ
、
恵
ま
れ
た
天
候

の
も
と
、
千
六
百
人
を
超
え
る

お
客
様
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

明
和
会（
生
徒
会
）企
画
の
各

種
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
も
行
わ
れ
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
活
気
に
満
ち
た

聖
徳
祭
と
な
り
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
も
日
頃
の
活
動
の
成
果
を

充
分
に
発
表
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

準
備
期
間
中
、
台
風
十
八
号

が
も
た
ら
し
た
大
雨
の
影
響
で
、

常
総
市
を
中
心
に
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
、
本
校
で
も
被
災
し

た
生
徒
が
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

明
和
会
と
実
行
委
員
会
で
は
被

災
さ
れ
た
方
の
力
に
な
り
た
い

と
考
え
、
義
捐
金
の
協
力
を
呼

び
か
け
、
募
金
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
二
日
間
で
合
わ
せ
て

十
七
万
千
二
百
八
十
円
が
集
ま

り
、
こ
の
義
捐
金
は
取
手
市
を

通
し
て
常
総
市
に
届
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も「
和
」の
精
神
に
則
り
、

生
徒
と
と
も
に
研
鑽
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

附
属
小
学
校
に
本
年
度

か
ら
新
し
く
モ
ル
モ
ッ
ト

四
匹
が
仲
間
入
り
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
名
前
は
校

内
で
募
集
し
、「
ら
ら
ん
」

「
こ
ろ
ね
」「
ル
ビ
ー
」「
ナ
ッ

ツ
」と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

小
さ
く
か
わ
い
ら
し
い

姿
に
、
休
み
時
間
の
ケ
ー
ジ

前
は
人
だ
か
り
に
な
り
ま

す
。
広
報
委
員
会
の
児
童
は

「
飼
育
新
聞
」を
作
成
し
、
環

境
委
員
会
の
児
童
は
毎
日
、

ケ
ー
ジ
の
掃
除
を
丁
寧
に

行
な
っ
て
い
ま
す
。
附
属
小

学
校
に
は
も
と
も
と
外
の

小
動
物
舎
に
カ
メ
と
チ
ャ

ボ
が
い
ま
す
が
、モ
ル
モ
ッ
ト

は
現
在
校
内
で
飼
育
し
て
い
る

た
め
か
、
よ
り
身
近
な
存
在
と

　

附
属
小
学
校
で
は
毎

年
、
附
属
幼
稚
園
、
附

属
第
二
幼
稚
園
を
卒
園

し
た
児
童
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
幼
稚
園
の
大
運
動

会
の
お
昼
休
み
に
一
輪

車
パ
レ
ー
ド
を
披
露
し

て
い
ま
す
。今
年
も
附
属

幼
稚
園
で
二
十
四
名
、

第
二
幼
稚
園
で
二
十
名

の
児
童
が
日
ご
ろ
の
体

育
の
授
業
や
休
み
時
間

に
取
り
組
ん
で
い
る
一

輪
車
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
遊
ん
だ
思
い
出
の

幼
稚
園
で
、
お
世
話
に
な
っ
た

先
生
方
を
前
に
演
技
を
す
る
子

ど
も
達
の
様
子
は
堂
々
と
し
て

ど
こ
か
誇
ら
し
げ
で
、「
こ
ん
な

に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
よ
、

こ
ん
な
こ
と
も
で
き
ち
ゃ
う
ん
だ

よ
」と
、
ま
さ
に
凱
旋
パ
レ
ー
ド

の
よ
う
で
し
た
。つ
い
こ
の
間
ま

で
幼
稚
園
に
い
た
一
年
生
の
中

に
は
、も
う
す
い
す
い
と
乗
り
こ

な
す
子
や
、
今
回
の
パ
レ
ー
ド

へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
乗
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
子
も
い
ま
す
。

上
級
生
は
難
易
度
の
高
い
技
を

披
露
す
る
だ
け
で
な
く
、
ま
だ

一
人
で
乗
る
の
が
不
安
な
下
級

生
の
手
を
取
り
、
声
を
か
け
る

様
子
が
練
習
の
時
か
ら
見
ら
れ
、

協
力
し
合
う「
和
」の
心
が
こ
の

よ
う
な
と
こ
ろ
に
も
表
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
さ
ら
な
る
技
術

の
向
上
を
目
指
し
、
小
学
校
の

仲
間
と
と
も
に
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

十
月
二
十
六
日（
月
）か
ら
二

週
間
、
主
に
一
年
生
と
二
年
生

を
対
象
と
し
て
、
校
内
ふ
れ
あ

い
週
間
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ふ

れ
あ
い
週
間
で
は
、
小
動
物
が

苦
手
な
児
童
も
触
る
こ
と
に
挑

戦
。
実
際
に
触
っ
て
、
撫
で
た

り
抱
っ
こ
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

か
わ
い
ら
し
く
思
う
気
持
ち
が

大
き
く
な
る
よ
う
で
す
。

　

附
属
小
学
校
で
は
今
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
生
き
物
の
飼
育
を
し
、

来
年
度
も
新
た
な
仲
間
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

第
三
十
三
回 

聖
徳
祭

  

「
百
花
繚
乱 

 

～
咲
き
誇
れ
、

 

　
私
た
ち
の
青
春
～
」

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

　

三
田
幼
稚
園
で
は
、
十
一
月

二
十
三
日
の「
勤
労
感
謝
の
日
」

に
ち
な
み
、
毎
年
学
園
内
や
身

近
な
場
所
で
働
く
方
々
に
、プ

レ
ゼ
ン
ト
を
渡
す
こ
と
で
感
謝

の
気
持
ち
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
防
災
・
防

犯
訓
練
で
ご
指
導
い
た
だ
い
て

い
る
三
田
消
防
署
や
三
田
警
察

署
、
田
町
駅
や
郵
便
局
、
銀
行

な
ど
、
園
生
活
で
関
わ
り
の
あ

る
場
所
へ
お
届
け
し
ま
す
。
消

防
車
や
パ
ト
カ
ー
に
乗
せ
て
い

た
だ
い
た
り
、
駅
で
は
車
掌
さ

ん
の
仕
事
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
り
と
、
普
段
は
で
き
な
い
体

験
が
で
き
る
機
会
で
も
あ
り
ま

す
。
学
園
内
で
は
、
学
園
長
先

生
を
は
じ
め
園
長
先
生
や
幼
稚

園
で
働
く
方
々
な
ど
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
し
ま
す
。

 

子
ど
も
た
ち
は
、
折
り
紙
で

装
飾
を
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
や
小

物
入
れ
、ブ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
な

ど
を
ク
ラ
ス
ご
と
に
協
力
し
て

作
り
ま
す
。
駅
や
銀
行
で
は
見

え
る
所
に
飾
っ
て
い
た
だ
き
、

中
に
は「
今
年
は
ど
ん
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
か
な
？
」と
楽
し
み
に

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
も
。

 

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、

身
近
で
働
く
方
々
が
ど
の
よ
う

な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
を
理

解
す
る
と
と
も
に
、
日
頃
の
感

謝
の
気
持
ち
を
言
葉
に
す
る
良

い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

経
験
を
大
切
に
し
、
感
謝
の
気

持
ち
を
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
を

育
て
て
い
き
ま
す
。

勤
労
感
謝
の
日
に

ち
な
み
…

カレンダーをプレゼント

附
属
小
学
校
の
ア
イ
ド
ル

モ
ル
モ
ッ
ト
に
触
っ
た
よ
！

「
和
」の
心
で

一
輪
車
凱
旋
パ
レ
ー
ド
！

　

九
月
三
日（
木
）～
六
日（
日
）、

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス「
か
す
が
の
森
」

に
て
高
校
一
年
生
の
北
蓼
科

高
原
体
験
学
習
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
た
四
日
間
、

思
う
存
分
大
自
然
の
中
で
の

生
活
を
満
喫
し
た
体
験
学
習

と
な
り
ま
し
た
。
高
校
一
年
生

と
し
て
は
今
年
二
度
目
の
か
す

が
の
森
で
の
生
活
で
し
た
が
、

Ｓ
Ｆ
Ｃ（SE

IT
O

K
U

 Fresh-
m

en ,s cam
p

）で
入
学
後
す
ぐ

に
訪
れ
た
時
と
は
ま
た
違
い
、

学
校
に
慣
れ
親
し
ん
だ
明
る
い

空
気
が
流
れ
て
い
た
こ
と
が
印

象
的
で
し
た
。

　

特
に
蓼
科
山
の
登
山
で
は
、

み
ん
な
で
声
を
掛
け
合
い
、
辛

い
山
道
で
は
あ
り
ま
し
た
が
ほ

と
ん
ど
の
生
徒
が
山
頂
ま
で
登

り
切
り
、
三
百
六
十
度
の
大
パ

ノ
ラ
マ
を
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
充
実
感
と
達

成
感
は
、
き
っ
と
生
涯
忘
れ
ら

れ
な
い
も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。こ
の
四
日
間
で
感
じ
取
っ
た

こ
と
、
得
た
も
の
を
ぜ
ひ
今
後

の
学
校
生
活
に
活
か
そ
う
と
み

ん
な
で
誓
い
、
体
験
学
習
を
終

え
ま
し
た
。

北
蓼
科
高
原
体
験
学
習

　

昭
和
六
十
一
年
に
発
足
し
た

聖
朋
会
は
、取
手
聖
徳
女
子
高
等

学
校
を
平
成
二
十
七
年
三
月
に

卒
業
し
た
三
十
期
生
を
迎
え
、会

員
数
は
八
千
五
百
八
十
六
名
に

な
り
ま
し
た
。
聖
朋
会
の
主
な

活
動
と
し
て
、会
報
の
発
行
や

同
窓
会
へ
の
助
成
、母
校
行
事

へ
の
参
加
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

九
月
二
十
日（
日
）、晴
天
に

も
恵
ま
れ
、第
三
十
三
回
取
手

聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

の
聖
徳
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

聖
朋
会
は
生
徒
玄
関
前
の
テ
ン

ト
に
て
、昨
年
も
好
評
だ
っ
た
綿

あ
め
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

定
番
の
白
ザ
ラ
メ
、ほ
ん
の
り

イ
チ
ゴ
味
の
ピ
ン
ク
の
綿
あ
め
、

ま
ろ
や
か
メ
ロ
ン
味
の
緑
色
の

綿
あ
め
。

会
場
周
辺

に
甘
く
て

い
い
匂
い

が
漂
う
中
、

小
さ
な
子

ど
も
か
ら

大
人
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
に
並

ん
で
い
た
だ
き
、終
始
大
盛
況

に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

聖
朋
会
も
三
十
周
年
を
迎

え
、来
年
は
三
十
周
年
記
念
総

会
を
開
催
予
定
で
す
。
当
日
は

楽
し
い
会
と
な
る
よ
う
企
画

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
母
校
の
支
援
と
、会
員

同
士
の
交
流
を
深
め
ら
れ
る

よ
う
充
実
し
た
活
動
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

取
手
聖
徳
女
子
中
高
同
窓
会
「
聖
朋
会
」活
動
報
告

綿
あ
め
販
売
、大
盛
況
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聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園

　

毎
年
恒
例
の
も
ち
つ
き
会
は
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
み

の
ひ
と
つ
で
す
。

　

も
ち
つ
き
の
経
験
が
な
い
子

ど
も
は
、
餅
が
で
き
る
ま
で
の

過
程
に
興
味
を
持
っ
て
積
極
的

に
参
加
し
ま
す
。
園
庭
に
置
か

れ
た
臼
を
囲
み
、
き
ね
を
振
り

　

多
摩
中
央
幼
稚
園
で
は
、
園

児
た
ち
の
幼
稚
園
で
の
様
子
や

教
育
内
容
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、
年
に
三
回
の
保
育
参
観

を
行
っ
て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち

は
参
観
が
近
づ
く
と「
今
日
は

お
母
さ
ん
来
る
日
？
」と
毎
日
確

認
し
、
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　

参
観
が
始
ま
る
と
、
全
園
児

で
リ
ズ
ム
あ
そ
び
を
し
た
後
、

ク
ラ
ス
ご
と
に
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
す
。
一
学
期
は
保
護

者
の
方
と
一
緒
に
遊
ぶ
場
面
が

多
め
で
し
た
が
、
二
学
期
に
な

る
と
園
児
が
自
分
で
考
え
た
り
、

友
達
と
一
緒
に
遊
び
を
進
め
て

い
く
場
面
が
多
く
な
り
ま
す
。

特
に
年
長
組
、
年
中
組
で
は
数

人
の
グ
ル
ー
プ
で
活
動
す
る

「
グ
ル
ー
プ
活
動
」が
二
学
期
よ

下
ろ
す
タ
イ
ミ
ン
グ
で「
よ
い

し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」と
大
き
な

声
で
応
援
し
た
り
、
幹
事
の
お

母
さ
ま
が
き
な
こ
餅
や
あ
ん
こ

餅
、
い
そ
べ
餅
な
ど
を
作
る
様

子
を
見
学
し
た
り
、
中
に
は
両

手
で
き
ね
を
持
つ
よ
う
に
し
て

一
緒
に
も
ち
つ
き
の
真
似
を
す

る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
つ
き
あ
が
っ

た
餅
を
丸
め
た
り
、
伸
ば
し
た

り
、
ち
ぎ
っ
た
り
と
、
手
の
ひ

ら
を
粉
で
真
っ
白
に
し
な
が
ら

餅
の
感
触
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

も
ち
つ
き
を
満
喫
し
た
後
は
、

つ
き
上
が
っ
た
お
餅
を
給
食
で

い
た
だ
き
ま
す
。「
ど
の
お
餅
が

好
き
？
」と
聞
く
と「
き
な
こ
が

好
き
」「
あ
ん
こ
の
お
餅
」「
海
苔

の
お
餅
が
い
い
な
」と
口
々
に

答
え
ま
す
。
お
皿
に
並
ん
だ
餅

を
見
て「
あ
れ
？
こ
の
お
餅
、

焼
い
て
な
い
よ
」と
不
思
議
が

る
子
も
い
ま
す
。

　

つ
き
た
て
の
餅
は
柔
ら
か
く

て
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
作
っ

て
あ
る
た
め
、
好
き
な
お
餅
を

い
く
つ
も
お
か
わ
り
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。
今
日
で
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た「
も

ち
つ
き
」を
楽
し
く
体
験
で
き

た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

り
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。グ

ル
ー
プ
の
友
達
の
出
席
確
認
を

し
た
り
、自
分
の
意
見
を
伝
え
な

が
ら
活
動
す
る
様
子
も
、
保
護

者
の
方
に
見
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

二
学
期
は
行
事
の
多
い
学
期

で
す
。
十
一
月
の
参
観
日
ま
で

に
、運
動
会
、遠
足
、園
外
保
育
、

バ
ザ
ー
と
経
験
す
る
中
で
、
園

児
た
ち
は
運
動
面
は
も
ち
ろ
ん
、

精
神
面
で
も
と
て
も
大
き
な
成

長
を
し
ま
す
。
家
庭
で
は
な
か

な
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、

自
分
の
思
い
を
友
達
に
伝
え
た

り
、
友
達
や
先
生
の
話
を
聞
い

た
り
し
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
し

て
い
る
様
子
を
見
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
保
護
者
の
方
に
も
園

児
の
成
長
を
感
じ
て
い
た
だ
け

て
い
る
よ
う
で
す
。

も
ち
つ
き
会
を

行
い
ま
し
た

楽
し
い
参
観
日

―
二
学
期
保
育
参
観
―

きねを手に「よいしょ、よいしょ」

　

実
り
の
秋
、
収
穫
し
た
野
菜

に
い
た
ず
ら
を
す
る
ゴ
ー
ス
ト

が
現
れ
ま
す
。
こ
れ
を
退
治
す

る
た
め
、
光
の
魔
法
を
操
る

IKSPIA
RI M

agicians

（
イ
ク

ス
ピ
ア
リ
・
マ
ジ
シ
ャ
ン
）と
し

て
、
勇
気
あ
る
聖
徳
大
学
附
属

浦
安
幼
稚
園
の
五
歳
児
松
組
園

児
た
ち
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
勇
者
た
ち
が
、
九
月
七

日（
月
）に
浦
安
市
舞
浜
に
あ
る

IK
SPIA

RI

（
イ
ク
ス
ピ
ア
リ
）

で
行
わ
れ
た
ゴ
ー
ス
ト
ハ
ン
ト

ツ
ア
ー
に
参
加
。プ
レ
ス
プ
レ

ビ
ュ
ー
で
は
多
く
の
報
道
関
係

者
が
来
場
し
、
園
児
た
ち
の
様

子
が
新
聞
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
園
児
た
ち
は
各
自
持

参
し
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
仮
装
で

準
備
万
端
！　
幼
稚
園
バ
ス
に

乗
っ
て
出
発
し
ま
し
た
。バ
ス

の
中
で
、
ど
ん
な
お
ば
け
が
出

て
く
る
の
か
話
を
し
て
い
る

う
ち
に
、IKSPIA

RI HA
LLO-

W
EEN T

O
W

N

に
到
着
。
そ

こ
に
は
、IKSPIA

RI

の
街
の
支

配
人
と
執
事
た
ち
が
待
っ
て

い
ま
し
た
。ゴ
ー
ス
ト
ハ
ン
ト

の
ヒ
ン
ト
や
約
束
を
確
認
し
、

ゴ
ー
ス
ト
を
探
す
合
言
葉「Let's 

play

」の
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
上
げ

ツ
ア
ー
開
始
！
ド

キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク

し
な
が
ら
歩
く
園

児
た
ち
。
街
中
に

隠
れ
て
い
る
ゴ
ー

ス
ト
を
フ
ラ
ッ
シ
ュ

撮
影
し
、「
あ
そ
こ

に
い
る
」「
こ
っ
ち

に
も
」
と
大
興
奮

で
す
。

　

街
の
大
き
な
木

の
下
の
箱
の
中
に

は
不
思
議
な
落
ち

葉
。
園
児
が
一
枚

手
に
持
っ
て
、
執
事
が
フ
ラ
ッ

シ
ュ
撮
影
す
る
と
、な
ん
と
ゴ
ー

ス
ト
が
浮
か
び
上
が
っ
て
大
喜

び
で
し
た
。
帰
り
の
バ
ス
の
中

で
は
、「
ゴ
ー
ス
ト
が
つ
い
て

き
ち
ゃ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
」

と
心
配
す
る
園
児
も
い
ま
し
た
。

わ
ず
か
一
時
間
で
し
た
が
、ハ
ロ

ウ
ィ
ン
な
ら
で
は
の
楽
し
い
経

験
が
で
き
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

IKSPIARI HALLOWEEN TOWNにて

ゴ
ー
ス
ト
ハ
ン
ト
・

ツ
ア
ー

IKSPIA
R

I

に
て

元
気
い
っ
ぱ
い
！

　

楽
し
か
っ
た

　
　

み
ん
な
の
運
動
会

「
芸
術
の
秋
」に
ふ
れ
て

～
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
～ 

　

附
属
成
田
幼
稚
園
で
は
、
子

育
て
支
援
の
一
環
と
し
て「
体

験
！
発
見
！
子
ど
も
と
共
に
学

ぶ
無
料
公
開
講
座
」を
年
間
十

回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

十
月
六
日（
火
）、
第
七
回
目

の
子
育
て
支
援
講
座
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
聖
徳
大
学
短
期
大
学

部
保
育
科
の
武
藤
純
一
先
生
、

黒
栁
伸
子
先
生
を
講
師
に
迎
え
、

「
六
十
分
間
世
界
一
周
～
ピ
ア

ノ
で
つ
づ
る
世
界
の
名
曲
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
連
弾
で
ピ
ア
ノ

コ
ン
サ
ー
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
全
十
一
曲
で

構
成
さ
れ
、イ
ギ
リ
ス
を
出
発

し
、東
に
向
か
っ
て
フ
ラ
ン
ス
・

ス
ペ
イ
ン
・
ド
イ
ツ
…
ロ
シ
ア
・

日
本
・
ブ
ラ
ジ
ル
、
そ
し
て
最

後
は
イ
ギ
リ
ス
に
戻
り
、
世
界

一
周
し
た
気
分
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

十
一
曲
は
、
激
し
い
曲
・
悲

し
い
曲
・
明
る
い
曲
・
踊
る
よ
う

な
曲
と
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
に
は
、ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
は

少
し
難
し
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

普
段
、
幼
稚
園
の
先
生
が
弾
く

ピ
ア
ノ
と
は
違
う
音
の
迫
力
に

驚
い
て
い
ま
し
た
。最
後
は「
威

風
堂
々
」の
曲
に
合
わ
せ
、
み

ん
な
で
元
気
い
っ
ぱ
い
行
進
を

し
ま
し
た
。

　

忙
し
い
子
育
て
の
最
中
に

あ
っ
て
は
、
保
護
者
の
方
々
は

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
に
行

く
機
会
も
な
か
な
か
持
て
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
の
講

座
を
通
じ
、
短
い
時
間
な
が
ら

日
常
の
喧
騒
を
離
れ「
芸
術
の

秋
」を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

コンサート風景

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

　
「
う
ん
と
こ
し
ょ　

ど
っ
こ

い
し
ょ
」

　

秋
晴
れ
の
十
月
六
日（
火
）、

松
戸
市
牧
の
原
に
あ
る
聖
徳
子

ど
も
農
園
で
、
さ
つ
ま
い
も
掘

り
を
楽
し
む
園
児
の
元
気
な
声

が
響
き
ま
し
た
。

　

満
三
歳
児
パ
ン
ダ
組
、
三
歳

児
桜
組
、
四
歳
児
梅
組
が
五
月

に
さ
つ
ま
い
も
の
苗
を
植
え
、

九
月
に
は
四
歳
児
が
水
や
り
を

行
い
ま
し
た
。
苗
を
植
え
る
と

き
に
は
、
土
を
触
る
の
を
嫌
が

る
姿
や
、
土
の
中
か
ら
虫
が
出

て
く
る
と
、
び
っ
く
り
す
る
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
さ
つ
ま

い
も
掘
り
で
は
自
分
の
手
で
大

き
な
さ
つ
ま
い
も
を
掘
り
出
し

「
大
き
な
お
い
も
だ
よ
」と
、
嬉

し
そ
う
に
さ
つ
ま
い
も
を
持
ち

上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

掘
っ
た
さ
つ
ま
い
も
は
園
に

持
ち
帰
り
、
後
日
、
給
食
室
で

ケ
ー
キ
や
き
ん
ぴ
ら
な
ど
に
調

理
し
、パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
て

食
べ
ま
す
。
四
歳
児
は
保
護
者

の
方
を
幼
稚
園
に
お
迎
え
し
、

さ
つ
ま
い
も
掘
り
の
経
験
を
生

か
し
た
歌
や
、
踊
り
、ペ
ー
プ

サ
ー
ト
劇
な
ど
を
披
露
し
、
親

子
で
さ
つ
ま
い
も
料
理
を
食
べ

ま
す
。

　

苗
を
植
え
、
水
を
与
え
、
収

穫
し
、
食
べ
る
。
作
物
を
育
て

食
す
る
こ
と
で
、
育
て
方
や
収

穫
の
喜
び
、
食
す
る
喜
び
を
学

び
ま
し
た
。「
お
い
し
い
ね
」と
、

友
達
同
士
顔
を
見
合
わ
せ
て
食

べ
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
、
自
分

た
ち
で
育
て
た
さ
つ
ま
い
も
の

味
は
、
園
児
に
と
っ
て
格
別
だ

っ
た
よ
う
で
す
。

さ
つ
ま
い
も
掘
り

掘り出したさつまいもを手に

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

　

十
月
十
日（
土
）秋
晴
れ
の
空

の
下
、
多
く
の
お
客
様
を
迎
え
、

秋
季
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。「
野
外
で
で
き
る
総
合
的

な
表
現
活
動
」の
ね
ら
い
の
も

と
、
各
学
年
の
発
達
段
階
に

合
っ
た
遊
戯
や
競
技
を
行
い
ま

し
た
。

　

満
三
歳
児
は
い
つ
も
と
は
異

な
る
雰
囲
気
で
泣
い
て
し
ま
う

園
児
も
い
ま
し
た
が
、
遊
戯
や

競
技
は
小
さ
な
身
体
を
い
っ
ぱ

い
動
か
し
て
参
加
し
、
温
か
い

拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
三

歳
児
は
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
あ
そ

び
を
通
じ
て
、ク
ラ
ス
で
の
ま

と
ま
り
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
四
歳
児
は
み
ん

な
で
気
持
ち
を
一
つ
に
し
、
遊

戯
や
競
技
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
五
歳
児
は
友
達

と
協
力
し
て
、
一
人
ひ
と
り
考

え
な
が
ら
マ
ス
ゲ
ー
ム
を
行
い

達
成
感
や
満
足
感
を
得
ら
れ
た

よ
う
で
す
。リ
レ
ー
で
は
最
後

ま
で
諦
め
ず
必
死
に
走
り
抜
く

姿
に
、
会
場
中
が
大
き
な
声
援

と
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
園
児
は
も

ち
ろ
ん
保
護
者
・
祖
父
母
・
卒
園

生
・
未
就
園
児
が
一
体
と
な
っ

て
楽
し
め
る
構
成
に
な
っ
て
お

り
、
全
員
が
笑
顔
で
参
加
で
き

た
こ
と
が
最
大
の
成
果
と
な
り

ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
身
体
を

動
か
す
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
、

競
争
心
や
協
調
性
を
養
う
こ
と
、

そ
し
て
ル
ー
ル
を
守
る
大
切
さ

を
知
り
一
段
と
成
長
し
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
今
年
は
当
日
を
迎
え

る
ま
で
安
全
に
気
持
ち
良
く
活

動
が
で
き
る
よ
う
、
全
教
職
員

が
夜
遅
く
ま
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
整

備
に
努
め
、
教
職
員
の
充
実
感

と
喜
び
も
例
年
以
上
に
大
き
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

ゴールめざしてラストスパート

親子で一緒になって
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■聖徳大学幼児教育専門学校（女子）〈前期・後期入試〉

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］
〈博士後期課程〉

入試日願書受付期間入試区分 日程
内部推薦入試
一般入試
社会人入試
研究生入試

C ～ （木）（月） 2月 4日1月25日

入試日願書受付期間入試区分 日程
（土）2月13日

（土）2月13日 （日）・14日
※ただし音楽文化研究科は

（月）～15日
のうちの希望日

入試日願書受付期間入試区分対象

入試日願書受付期間入試区分対象

（金）1月22日

（日）1月24日

（木）2月 4日

（水）1月20日

（日）1月17日
（日）1月17日
（月）1月18日

入試日願書受付期間入試区分対象

～ （土）（木） 1月09日1月 7日

第1回入試

第2回入試

特待生選考入試

第3回入試

推薦入試

一般入試

単願
併願

推薦入試

一般入試

単願
併願

中
学

高
校

普通科

音楽科

または

（日）1月17日

（月）1月18日
実技

～ （金）（月）郵送 12月07日 1月15日
～（水）窓口 1月 6日 入試日当日
～ （月）（月）郵送 12月07日 1月18日
～（水）窓口 1月 6日 入試日当日
～ （火）（月）郵送 12月07日 1月19日
～（水）窓口 1月 6日 入試日当日
～ （土）（月）郵送 12月07日 1月30日
～（水）窓口 1月 6日 入試日当日

入試日願書受付期間入試区分対象 入試日願書受付期間入試区分対象

試験日当日

～ （水）12月16日

（火）1月 5日第1回

一般入試・学力特待選考 第2回

第3回

（日）1月10日～（水）11月18日

（日）1月17日

（土）1月 9日

（月）1月18日

（金）1月15日

中学

推薦入試

一般入試

県外生対象併願推薦型入試

（火）12月15日

・
（水）12月16日

（火）12月15日

（金）1月 8日

高校

※郵送の場合は
　試験前日必着

（8：30まで）
12/30（水）～1/3（日）を除く

・

入試日願書受付期間入試区分 入試日願書受付期間入試区分

（土）１月16日Ⅲ期入試・28年度4月編入 ～ （金）（金） １月15日１月08日

入試日願書受付期間入試区分 日程

前期

ＡＯ入試、指定校推薦入試、
公募推薦入試、保育科･保
育コース推薦入試、保育所・
幼稚園園長推薦入試、同窓
会推薦入試、大学生・短大
生（含専修学校）特別入試、
社会人特別入試

入試日願書受付期間入試区分 日程

（土）12月19日D ～ （木）（月） 12月17日11月30日

（日）1月17日

後期

ＡＯ入試
指定校推薦入試
公募推薦入試
保育科･保育コース推薦入試
保育所・幼稚園園長推薦入試
同窓会推薦入試
大学生・短大生（含専修学校）特別入試
社会人特別入試
一般入試

A ～ （金）（木） 1月15日1月 7日

（日）1月31日B ～ （金）（月） 1月29日1月18日

（土）2月20日C ～ （木）（月） 2月18日2月 1日

（土）3月12日D ～ （木）（月） 3月10日2月22日

前期一般入試 B （土）12月19日～ （木）（月） 12月17日11月30日

入試日願書受付期間入試区分 日程

入試日願書受付期間入試区分 日程
（日）12月20日（水）

正午ＡＯ入試 スタンダード方式 ～（月）12月 7日 12月16日

特別奨学生入試（科目試験方式）

～ （月）（土） 25日1月23日

地元密着特別奨学入試

（日）1月24日

特別奨学生入試（センター試験方式） （日）面接のみ1月24日

（日）12月 6日
エリア特別奨学入試

公募推薦入試

自己推薦入試

後期

後期
※音楽学部は上記に加え実技等も実施

特別奨学生入試（科目試験方式） （月）2月08日
全学

一般入試 

センタ－試験入試

A-1

・ （水）（火）09日3月08日一般入試 

センタ－試験入試
C

本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ
　2月8日（月）・9日（火）のうちの
　希望日に実施

～ （火）（月）11月16日 12月 1日

～ （金）（水）2月17日 3月 4日

～ （火）（水）2月17日 3月08日

地区・ターミナル試験場

（水）3月16日

後期

全学

帰国子女特別入試
社会人特別入試

～ （月）（月）12月 7日 12月14日

～ （火）（月）12月 7日 12月15日

～ （月）（水）2月17日 2月29日
私費留学生特別入試
私費留学生特別奨学生入試

（日）

（水）

12月20日B

3月09日C

～ （金）（水）2月17日 3月 4日

〈アスリート・セカンドキャリア支援〉
　   　特別奨学推薦入試

（日）

（水）

12月20日B

3月09日C〈アスリート・サポート〉
　   　特別奨学推薦入試

※ただし音楽学部のみ3月4日（金）まで

※地区・ターミナル試験場は
1月24日（日）のみ

のうちの希望日

のうちの希望日

［音楽学部 演奏学科・音楽総合学科］
実技特別選抜入試 ～ （月）（火）3月 1日 3月14日

～ （月）（木）郵送 12月24日 1月18日
～ （月）（木）窓口 1月 7日 1月18日

～ （金）（木）郵送 12月24日 1月15日
～ （金）（木）窓口 1月 7日 1月15日

～ （火）（木）郵送 12月24日 1月26日
～ （火）（木）窓口 1月 7日 1月26日

～ （火）（木）郵送 12月24日 2月 2日
～ （火）（木）窓口 1月 7日 2月 2日

後期
B

一般入試 （日）1月31日
本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ
　1月31日（日）に実施

センタ－試験入試
A-2

特別奨学生入試（センター試験方式） （月）面接のみ2月08日
※音楽学部は上記に加え実技等も実施

・ （火）（月） 9日2月08日
※地区・ターミナル試験場は

2月8日（月）のみ

のうちの希望日全学全学科統一入試（科目試験方式）

本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ
　1月23日（土）～25日（月）のうちの
　希望日に実施

全学全学科統一入試（センター試験方式）

一般入試 （木）2月18日
本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等
　2月18日（木）に実施

センタ－試験入試
B ～ （月）（木）2月04日 2月15日

本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ
　3月8日（火）・9日（水）のうちの
　希望日に実施

～ （火）（月）11月16日 12月01日 （日）12月06日エリア
後期

～ （月）（木）12月24日 1月18日 （日）1月24日

～ （火）（木）12月24日 2月02日 （月）2月08日

■聖徳大学附属小学校（共学）

■聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校

■聖徳大学附属女子中学校・高等学校

平成28年度  入試日程

入試日願書受付期間入試区分 日程 入試日願書受付期間入試区分 日程

特別奨学生入試（科目試験方式）

（日）1月24日

地元密着特別奨学入試

（日）1月24日

特別奨学生入試（センター試験方式） （日）面接のみ1月24日

（日）12月 6日エリア特別奨学入試

公募推薦入試

後期

後期

特別奨学生入試（科目試験方式） （月）2月08日

特別奨学生入試（センター試験方式）
全学

一般入試 
A-1

センタ－試験入試
C

全学全学科統一入試（科目試験方式）

全学全学科統一入試（センター試験方式）

～ （火）（月）11月16日 12月 1日

地区試験場
（会場 ： 仙台、新潟）

（日）1月24日後期

全学

※地区・ターミナル試験場は
　2月8日（月）のみ

・ （水）（火） 9日3月08日一般入試 
～ （金）（水）2月17日 3月 4日

のどちらか一日を選択

～ （月）（木）郵送 12月24日 1月18日
～ （月）（木）窓口 1月 7日 1月18日

～ （火）（木）郵送 12月24日 2月 2日
～ （火）（木）窓口 1月 7日 2月 2日

（日）1月24日センタ－試験入試

一般入試 （日）1月31日
センタ－試験入試 （日）面接のみ1月31日

A-2

（月）面接のみ2月08日

・ （火）（月） 9日2月08日
のどちらか一日を選択

※地区・ターミナル試験場は
　2月8日（月）のみ

・ （火）（月） 9日2月08日
のどちらか一日を選択

面接のみ

一般入試 

センタ－試験入試
B

（木）2月18日
（木）面接のみ2月18日

～ （月）（木）2月04日 2月15日

・ （水）（火） 9日3月08日
のどちらか一日を選択

面接のみ

地区試験場
（会場 ： 秋田、福島、新潟）

～ （火）（月）11月16日 12月01日 （日）12月06日エリア
後期

～ （月）（木）12月24日 1月18日

～ （火）（木）12月24日 2月02日 （月）2月08日

～ （金）（木）郵送 12月24日 1月15日
～ （金）（木）窓口 1月 7日 1月15日

～ （火）（木）郵送 12月24日 1月26日
～ （火）（木）窓口 1月 7日 1月26日

入試日願書受付期間入試区分 日程
内部推薦入試
一般入試、学士入試※
社会人特別入試※
〈アスリート・セカンドキャリア支援〉
　特別奨学推薦入試※

一般入試、学士入試※
社会人特別入試※
〈アスリート・セカンドキャリア支援〉
　特別奨学推薦入試※

（日）12月 6日

（木）2月18日

B

（火）3月08日D

C

入試日

～ （火）（月）11月16日 12月 1日

～ （月）（木）2月 4日 2月15日

～ （金）（水）2月17日 3月 4日

願書受付期間入試区分 日程

■聖徳大学児童学部（女子）／心理・福祉学部（女子）／文学部（女子）／人間栄養
　学部（女子）／音楽学部（女子）編入学、聖徳大学短期大学部専攻科（女子）

■ 通信教育部（大学院・大学・短期大学部 共学） ●お問い合わせ：047-365-1200（直通）

オープンスクール 【入試対策編】 音楽講習会 ▶12月26日［土］ ▶12月13日［日］

入試説明会 学校説明会

10：00〜16：00

▶12月12日［土］ ▶平成28年1月23日［土］【Ⅲ期・編入対象】 【新年長・年中対象】10：00〜 9：30〜

長野県佐久市春日2258-1
信州佐久　春日温泉　自然体感リゾート

ご予約・お問い合わせ  電話：0267-52-2111

　JR北陸新幹線の佐久平駅の周辺で毎年行われている佐久市の冬のイベント「佐久ブルーム」は、今年で3年目を迎
えます。今年は「銀河」をテーマに、約20万球のLEDの電球で色とりどりに飾られます。開催期間は2015年11月1日
～2016年1月11日までとなっています。この幻想的な空間をぜひ体験してみてください。

■ 聖徳大学附属女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：0800-800-8442（入試広報室直通）

■ 聖徳大学附属小学校（共学） ●お問い合わせ：047-392-3111（代）

■ 聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

http ://www.kasuganomori.com/

入試日願書受付期間入試区分 日程
内部推薦入試
一般入試
社会人特別入試
研究生入試（留学生除く）

C
（土）2月13日

（土）2月13日 （日）・14日
～ （火）（月） 2月09日1月25日 ※ただし音楽文化研究科は

入試日願書受付期間入試区分 日程

私費留学生特別入試
研究生（留学生）入試

（月）～15日
のうちの希望日

C
（土）2月13日

（土）2月13日 （日）・14日
～ （木）（月） 2月04日1月25日 ※ただし音楽文化研究科は

（月）～15日
のうちの希望日

〈博士前期課程〉

〈専門職学位課程〉（教職研究科）
入試日願書受付期間入試区分 日程

C ～ （火）（月） 2月09日1月25日

D （日）3月06日～ （水）（月） 3月02日2月22日

入試日願書受付期間入試区分 日程
内部推薦入試
一般入試
社会人特別入試
現職教員特別入試
教職大学院連携協力校（園）
　特別奨学生入試

（土）2月13日 （月）～15日
のうちの希望日

■聖徳大学児童学部（女子）／心理・福祉学部（女子）／
　文学部（女子）／人間栄養学部（女子）／音楽学部（女子）／
　聖徳大学短期大学部（女子）

入試日願書受付期間入試区分 日程 入試日願書受付期間入試区分 日程
（日）12月20日（水）

正午ＡＯ入試 スタンダード方式 ～（月）12月 7日 12月16日

特別奨学生入試（科目試験方式）

～ （月）（土） 25日1月23日

地元密着特別奨学入試

（日）1月24日

特別奨学生入試（センター試験方式） （日）面接のみ1月24日

（日）12月 6日
エリア特別奨学入試

公募推薦入試

自己推薦入試

後期

後期
※音楽学部は上記に加え実技等も実施

特別奨学生入試（科目試験方式） （月）2月08日
全学

一般入試 

センタ－試験入試

A-1

・ （水）（火）09日3月08日一般入試 

センタ－試験入試
C

本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ
　2月8日（月）・9日（火）のうちの
　希望日に実施

～ （火）（月）11月16日 12月 1日

～ （金）（水）2月17日 3月 4日

～ （火）（水）2月17日 3月08日

地区・ターミナル試験場

（水）3月16日

後期

全学

帰国子女特別入試
社会人特別入試

～ （月）（月）12月 7日 12月14日

～ （火）（月）12月 7日 12月15日

～ （月）（水）2月17日 2月29日
私費留学生特別入試
私費留学生特別奨学生入試

（日）

（水）

12月20日B

3月09日C

～ （金）（水）2月17日 3月 4日

〈アスリート・セカンドキャリア支援〉
　   　特別奨学推薦入試

（日）

（水）

12月20日B

3月09日C〈アスリート・サポート〉
　   　特別奨学推薦入試

※ただし音楽学部のみ3月4日（金）まで

※地区・ターミナル試験場は
1月24日（日）のみ

のうちの希望日

のうちの希望日

［音楽学部 演奏学科・音楽総合学科］
実技特別選抜入試 ～ （月）（火）3月 1日 3月14日

～ （月）（木）郵送 12月24日 1月18日
～ （月）（木）窓口 1月 7日 1月18日

～ （金）（木）郵送 12月24日 1月15日
～ （金）（木）窓口 1月 7日 1月15日

～ （火）（木）郵送 12月24日 1月26日
～ （火）（木）窓口 1月 7日 1月26日

～ （火）（木）郵送 12月24日 2月 2日
～ （火）（木）窓口 1月 7日 2月 2日

後期
B

一般入試 （日）1月31日
本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ
　1月31日（日）に実施

センタ－試験入試
A-2

特別奨学生入試（センター試験方式） （月）面接のみ2月08日
※音楽学部は上記に加え実技等も実施

・ （火）（月） 9日2月08日
※地区・ターミナル試験場は

2月8日（月）のみ

のうちの希望日全学全学科統一入試（科目試験方式）

本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ
　1月23日（土）～25日（月）のうちの
　希望日に実施

全学全学科統一入試（センター試験方式）

一般入試 （木）2月18日
本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等
　2月18日（木）に実施

センタ－試験入試
B ～ （月）（木）2月04日 2月15日

本学個別学力試験なし
※ただし音楽学部の実技等のみ
　3月8日（火）・9日（水）のうちの
　希望日に実施

～ （火）（月）11月16日 12月01日 （日）12月06日エリア
後期

～ （月）（木）12月24日 1月18日 （日）1月24日

～ （火）（木）12月24日 2月02日 （月）2月08日

※は編入学試験のみ実施

入試日願書受付期間入試区分 日程

10：00〜14：00

セイトクの派遣会社だから安心
派遣登録募集中！！ 幼稚園教諭、 保育士、 一般事務  お気軽にご連絡ください 

セイワコーポレーション
東京都港区虎ノ門 1-1-20 0120-525-126 般 13 - 300726

13-ユ-300913

■聖徳大学看護学部（女子）

※詳細につきましては、各校にお問い合わせください。

学校説明会関係行事のご案内

学校説明会
進学相談会

▶12月6日［日］ 
▶12月12日［土］ 

▶12月19日［土］ 
▶12月25日［金］ 

▶平成28年1月9日［土］
▶12月26日［土］ 

※お車でのご来場はご遠慮ください。　※個別相談会は終了時間の30分前までに入場ください。　※大学院博士後期
課程をご希望の方は事前にお問い合わせください。　　  TEL.047-365-1200（月～金 8:30～17:30、土 8:30～15:00）

　聖徳大学通信教育部では、大学院・大学・短期大学部すべてにおいて、
入学説明会を開催しています。通信教育での学習の仕方や皆さんが疑問
に思われることについて、直接お答えします。予約は不要です。ぜひ、
ご都合の良い日程の説明会にご参加ください。

　本学キャンパスでの説明会では、在学生・卒業生の体験談、スクーリング模擬授業、キャンパスツアーなど
も実施しています。開催日ごとに内容が異なりますので、詳細はホームページ「NEWS」でご確認ください。

聖徳大学通信教育部
入学説明会のご案内

◇ 聖徳大学主催　入学説明会

13：30〜

9：30〜

9：30〜

9：30〜

9：30〜

9：30〜

（中学） （中学）（高校）
（中高共通）

開 催 日 開 催 地 開催時間（予約不要） 開催場所

12月13日（日）

本学キャンパス（松戸） 13:00～15:30 聖徳大学松戸キャンパス1号館・メディアホール
（JR・新京成電鉄松戸駅東口から徒歩5分）1月10日（日）

3月6日（日）

　通信制大学院・大学・短大が、合同で入学説明会を開催します。各大学別に個別相談形式で行われます
ので、時間内でしたらいつでもご来場ください。	　　※参加申込不要、入場無料

◇ 平成28年  春期合同入学説明会

開 催 日 開 催 地 開催時間（予約不要） 開催場所

1月30日（土） 仙台 12:00～17:00
仙台市情報・産業プラザ　アエル 5階
仙台駅中央改札名掛丁方面
8番出口から徒歩2分

1月31日（日） 東京 11:00～16:00 東京国際フォーラム　ホールB7
JR有楽町駅から徒歩1分

2月6日（土） 横浜 12:00～17:00 新都市ホール　横浜新都市ビル（そごう）9階
横浜駅東口から徒歩5分

2月6日（土） 名古屋 12:00～17:00
名古屋国際会議場
名古屋駅から地下鉄東山線栄乗換、名城線西高蔵
または名港線日比野から徒歩５分

2月7日（日） 大阪 11:00～16:00 梅田スカイビルタワーウエスト10階
JR大阪駅から徒歩9分 

2月13日（土） 東京 12:00～17:00 新宿エルタワー30階
新宿駅西口から徒歩3分

2月14日（日） 金沢 11:00～16:00 金沢勤労者プラザ
JR金沢駅西口から徒歩10分

開 催 日 開 催 地 開催時間（予約不要） 開催場所

2月20日（土） 岡山 12:00～17:00 イオンモール岡山
JR岡山駅地下改札口から徒歩5分

2月20日（土） 大阪 12:00～17:00 梅田スカイビルタワーウエスト10階
JR大阪駅から徒歩9分 

2月21日（日） 名古屋 11:00～16:00 ミッドランドスクエア5階ホール
JR名古屋駅から徒歩5分

2月27日（土） 札幌 12:00～17:00 アスティ45ビル4階　アスティホール
JR札幌駅から徒歩5分

2月27日（土） 福岡 12:00～17:00 エルガーラホール8階
地下鉄天神駅から徒歩5分

2月28日（日） さいたま 11:00～16:00 大宮ソニックシティB1階第1展示場
JR・東武野田線大宮駅から徒歩3分 

■ 聖徳大学幼児教育専門学校（女子） ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

冬の保育専門学校フェア

夜のキャンパス見学ツアー
▶平成28年1月16日［土］14：00〜

▶平成28年1月24日［日］（サテライトキャンパス）10：00〜

▶12月8日［火］	18：30〜 ▶平成28年1月19日［火］18：30〜

予約不要

予約不要

要予約


